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1 . は じめに

筆者 は 2 0 0 1 年 1 0 月 か ら 2 0 0 2 年 1 月 にか けて ､ 新潟大学で教養科目 と して 開講されて

い る ｢応用 日本語 C Ⅱ+ を担当 した ｡ こ の ク ラス は学部留学生を対象と した ､ 主に話す技能

をの ばす ため の ク ラ ス で あ る｡ 本稿 は こ の ク ラ ス で の 活動内容 を振 り返 り ､ 今後 の授業改

善に つ なげるた めの 実践報告で ある ｡

こ の クラ ス は上級 の留学生等 を対象に ､ 話す技能 をの ばすため の クラ ス と して設 けられ

て い る｡ そ こ で ､ 筆者は こ の ク ラ ス を通 じてゼ ミや面接 の 際に必要な 口頭発表能力 を少 し

で もの ば して い っ て ほ しい と思 い ､
そ の ため には ク ラ ス 以外 でもこ の技能を の ば して い け

るように自立 した学習者に なるこ とが必要であると考えク ラ ス の計画を立 てた｡ 本稿では ､

こ の クラ ス の 活動内容を振 り返 り ､ 活動 内容 の反省か ら､ こ の ようなク ラ ス を実施する に

あた っ て教師は どの ようなこ とを考 えて ク ラス 活動 の計画をた てればい い の か ､ また ､ 学

習者に つ い て何を知 っ ておく べ きか ､
に つ いて 具体的に述 べ て いきたい ｡ さらに こ の こと

を学習 ス トラテ ジ ー ( 注 1 ) と の 関連か らも明らか に し､ 今後の ク ラ ス 改善に つ なげて い

きた い ｡

2 . 実施形態

こ こ ではまずク ラス 活動の 実際を振り返る｡

2 . 1 学習者の背景

こ の ク ラ ス は学部留学生等 を対象に して い るた め ､ 学習者 の 日本語 の レ ベ ル は全員上級

で あ る｡ 受講 した の は ､ 学部留学生 5 名 ( 中国 4 名 ･ 韓国 1 名) ､ 帰国子 女枠の 学部生 2 名 ､

研究生 4 名 ( ロ シ ア 2 名 ･ ウク ライナ 1 名 ､ 中国 1 名) の計 11 名 であ っ た｡ しか し､ 上級

とい っ て も学習者の背景や受講 の動機 は様 々 で あっ た ｡

例え ば学部生 A は ､ 話すとき に緊張す るの で人前で発表す るこ と に非常に苦手意識を持

っ て い る｡ また発音に自信がない の で音声面で の 向上を 目指 して受講を希望 した｡ 学部生 B

は
､
こ れま で ほぼ独学 で 日本語を学習 してきた の で ､ 文法に関 して 特徴的な誤用が み られ

る ｡ また 4 技能 の 中でも特 に話すこ と に苦手意識 を感 じて い る ｡
一

方 ､ 帰国子女枠 の学部

生 C
､
D は ､ 話す技能 に関 しては準母語話者と してほ とん ど問題の ない レベ ル を有 してお

り
､
研究生 E は国で 日本語 の教師を してい る｡ こ の ようにひ と こ とで上級 とい っ ても実際

には学習歴や学習ス タイ ル に かなりの 差があ っ た ｡

2 . 2 ク ラ ス の 目標

日本語教育で は学習者の多様化や教室以外で の接触場面の研究が進むに つ れ て ､ 自律学

習とい う側面が 強調され てきた ( 注 2 ) ｡ 筆者 もこ の 点をふま え ､ まず学習者 が自分の 口頭

発表を観察 し､ そ して自分 の 弱 い と こ ろを知 る｡ そ の 上 で 自立 して 話す技能を伸ば して い

ける ようにす るこ と ､
と いう 目標 を設定 した ｡ また こ の 目標は ､

ひ と こ とで 上級と い っ て

も ､ 文法や音声に苦手意識 をも つ 学部生 A ､ B ､ 準母語話者と して 十分な話す技能をもつ 帰

国子女枠 の学部生 Cこ D など､ 多様な学生が参加する こ の ク ラ ス にお い て ､ どの 学生 にも
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対応 しうるもの だと考 えた ｡ そ こで 学生に は ､ こ の ク ラ ス の 目標と して次 の 2 点を提示 し

た ( 注 3 ) 0

( 1 ) 自己の発表 をモ ニ タ
ー し

､ 自分の 弱点 に気づく こ と

( 2 ) 発表内容 をよく考 え､ 聞き手 にわか りやす い発表を心 が ける こ と

2 .3 活動内容

全 1 5 回の 中で ､ 4 回口頭発表 の機会を設 けた｡ その うち 3 回は ス ピ ー チをお こ ない ､ 1

回は学生の 希望も ありデ ィ ベ
ー トを実施 した｡ クラ ス の 活動は大きく次 の手順でお こ な っ

た ｡

(丑

②

③

ス ピ ー

チ - 相 互評価 - ビデオを見て フ ィ ー

ドバ ッ ク ( これを 3 回線り返す)

デ ィ ベ ー

ト - 相互評価 - ビデオ を見て フ ィ ー

ドバ ッ ク

最終日に 自分の ス ピ
ー

チ ･ デ ィ ベ
ー トを振 り返る自己評価

1 オリ エ ンテ
ー シ ョ ン

2 ス ピ ー チ ( 1 ) 自己紹介 の ス ピ ー チ

3 フ ィ
ー

ドバ ッ ク

4 ス ピ ー

チ の 準備

5 ス ピ ー チ ( 2 ) 友だち紹介の ス ピ
ー チ

6 ス ピ ー

チ ( 2 ) 友だち紹介の ス ピ
ー

チ フ ィ
ー ドバ ッ ク

7 フ ィ
ー

ドバ ッ ク 外国人 の 日本語弁論大会の ビデオ を視聴

8 ス ピ ー チ の 準備

9 ス ピ ー

チ ( 3 ) 情報提供 の ス ピ
ー

チ

10 ス ピ
ー チ ( 3 ) 情報提供の ス ピ

ー チ

l l フ ィ
ー

ドバ ッ ク

1 2 フ ィ
ー

ドバ ッ ク

1 3 デ ィ ベ ー

ト の準備

1 4 デ ィ ベ ー ト実施

1 5 フ ィ
ー

ドバ ッ ク 自己評価

2
. 4 ス ピ

ー チの実施方法

各 ス ピ
ー

チ とも発表者 は前に 出て発表 し､ 時計係 を
一

人決 めて時間の 合図を出 してもら

っ た ｡ 筆者は発表を ビデオで撮影 し､ 後 日そ れ を見て フ ィ ー

ド バ ッ クをお こ な っ た ｡ 発表

者以外の 学生は ､ そ の発表 の評価を評価表 に書い て評価 しあう相互評価を実施 した｡ フ ィ
ー ドバ ッ ク もなる べ く評価表に したが っ て学習者同士 がお互 い の 発表を指摘でき るように

努 めた ｡ しか し､ 実際に は時間の 関係もあり ､ 筆者 が文法の 誤用や ス ピ ー チ レ ベ ル に関す

る指摘 ､ わか りにくか っ た点 の指摘な どをお こ な っ た時間が長か っ た ( 注 4 ) ｡ 評価表 につ

い て は資料 ( 1 ) 参照｡

筆者 は各 ス ピ ー チと も下書き原稿 をそ の ま ま覚 えて読む の で は なく ､ で きるだけ話す内

容 をアウ トライ ン に し､ 話の 流れを整理 して練習をおこなうよう指示 した｡

ス ピ ー

チ ( 1 ) 自己紹介の ス ピ
ー

チ 1 分

まずス ピ
ー

チ の最も基本で ある自己紹介 の ス ピ ー チ を実施 した ｡ こ の 回は 1 分で どれ

ぐらい の こ とが話せ るの か を実体験する意味も含め ､ 1 分と い う時間を厳守 して ､ 短

くわかりやすく話す こ とを目指 した｡

ス ピ ー チ ( 2 ) 友だち紹介の ス ピ ー チ 2 分

く じ引きで ペ ア をつ くり ､ お 互 い相手に つ い てイ ンタ ビ ュ ー

しその 内容 をクラ ス 全体

に紹介す る形 で お こ な っ た｡
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ス ピ ー チ ( 3 ) 情報提供 の ス ピ
ー

チ 4 - 5 分

自分 の も っ て い る知識 ､ 経験 した こ とな どを ､
そ れ を知 らない 人にわ か りやすく伝え

ようとい う目標でお こ な っ た ｡ 実際に学生がお こ な っ た ス ピ ー チ は

日本語と韓国語 につ い て ( 韓国 ･ 学部 1 年生)

再就職支援シ ス テ ム に つ いて ( 中国 ･ 学部 4 年生)

柔道 の技に つ い て ( 帰国子女 1 年生)
マ トリ ョ

ー シカ の 由来 ( ロ シ ア ･ 研究生) な どで あ っ た｡

2 . 5 デ ィ ベ ー ト の実施方法

デ ィ ベ ー トの実施 にあた っ て は ､ デ ィ ベ
ー

ト のや り方 とル ー

ル に つ いて事前に十分話 し

合い ､ 合意を得てか らお こ な っ た｡ 話 し合い は ､ 筆者の方か らこ の クラス に合わせて ア レ

ン ジ したデ ィ ベ ー トのや り方とル ー ル を提示 した (注 5 ) ｡ そ して ､ 実際のデ ィ ベ
ー トとは

ル
ー

ル が異 なるが ､ デ ィ ベ
ー

ト の テ ク ニ ッ クや勝敗 を競うとい う より ､ こ の ク ラ ス の 目標

を踏ま え ､
あく まで 日本語で話す こ と の練習 ､ 自分の 話 し方や話の 組み立 て方 をチ ェ ッ ク

す るた め のデ ィ ベ
ー

トで あ ると い う こと を十分 に話 し合 っ て ､ 合意 を得た ｡ こ の ク ラ ス で

おこなっ たディ ベ
ー トの やり方と相互評価に関 して は資料 ( 2 ) 参照｡

2 . 6 自己評価
ク ラス の最終回に これまで の 活動を振り 返 っ て自己評価 をお こ な っ た ｡ 自己評価 は自由

記述で以下の 点に つ い て評価 を実施 した ｡

自分 の ス ピ
ー チ ･ デ ィ ベ

ー トを振り返 っ て

① 気づ い た こ と ( 癖や弱点など)

② 今後 の課題 (気づ い た ことを克服す るため に どう したらい い か)

3 . ク ラ ス の活動 をふりか えっ て

こ こで は ､ 2 の クラ ス 活動の 実際を振り 返 っ て ､
こ の ク ラ ス を通 して ある程度進歩が あ

っ たと思われ ることを 4 点あげる｡ しか し､ こ こで あげる点は学習者にフ ォ ロ
ー

ア ッ プイ

ン タ ビ ュ
ー

やア ンケ
ー

トを実施 した結果で はなく ､ あく まで筆者の 主観的観察 に よるもの

で ある｡

ある程度進歩があ っ たと思わ れ るこ と

( 1 ) 発表に慣れること

( 2 ) 準備 の大切 さに気づく こ と

( 3 ) 発表内容 の構成 に気を配 るこ と

( 4 ) 自分 の癖や弱点 に気づく こ と

こ こ で あげた ( 1 ) - ( 4 ) に関 して は ､ 口頭発表能力 をの ばす 上で ある程度の 進歩が

あっ たと思われる｡ しか し前述 したように ､ これは筆者が主観的に ある程度成果が あっ た

と感 じただ けで ､ 果た して こ の こ と は学習者に とっ て どうプラ ス に なるの か ｡ こ の こ とだ

けで本当に自立 した学習者に なれ る の か ｡ も し ( 1 ) - ( 4 ) に つ い て学習者 に自覚がで

きた と した ら
､
そ の後 どうや っ て学習を進 めて い けばよい の か学習者は知 っ て い るだ ろう

か ､ と いう疑問が わ い て きた ｡ そ こ で ( 1 ) - ( 4 ) に つ い てさらに深く考えて みた ｡ 以

下にそれを示す ｡

( 1 ) 筆者には ､ 学習者は発表にだんだん慣れてきたように見えた
- でも 4 回 の発表だ けでは十分では ない ｡ また ､ 緊張と い うもの は どう しても つ

きまとう｡ これ からは ､ 自分で どの ように練習を して い っ たらい い か知 っ て い

るの だろうか｡ ま た少 しで も緊張 をやわ らげる方法を知 っ て い る の だろうか ｡

( 2 ) 筆者 には ､ 学習者は準備 の 大切さを知 っ た ように見えた

-
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- で も学習者 は どんな準備 を, どの ような手順で ､ どれ ぐらヤ
､ お こ なえば効率が

い いか知 っ て い る の だろうか ｡

( 3) 筆者に は ､ 学習者はス ピ
ー

チ の構成 に配慮するように なっ たように見えた
- で も学習者 は どんな構成 がわか りやすい か本当に知 っ て い るの だろうか ｡

( 4 ) 筆者には ､ 学習者 は自分 の癖や弱点にある程度気 づ い たと感 じた
- で も気づ い た後 ､ どうや っ てそ れ を克服すればい い か知 っ て い るの だろうか ｡

こ の ように ある程度進歩があ っ たと思われ る ( 1 ) - ( 4 ) の項 目をつ き つ めて 考えて

み ると
､
こ の ク ラ ス を通 じて 自分 の 口頭発表能力 に つ いて ある程度 の 自覚が できた と して

も､ それ を今後自分で 自立 して の ば して い けるか どうか ､
つ ま り学習者 の 側に学習す る上

で の ス トラテ ジ
ー が備 わ っ て い るか どうか に着目す る教師の 視点が欠 けて い た の で は ない

か と気 づ い た ｡ ま た ､ ク ラ ス の 目標 に つ い ても改 めて考 えて み ると ､ 筆者 は こ の ク ラ ス で

学習者に話す こ との テ ク ニ ッ ク を身に つ けさせ たい の か ､ それとも日本語 の 運用能力 を身

に つ けさせた い の か ､ 目標設定が あい まい で あっ た ように も思う｡

4 . 学習 ス トラテ ジ ー

3 で は自律学習を目標 に設定 しなが らも ､ そ れ を本 当に自立 してや っ て いく能力が学習

者 に備わ っ て い るか ､ と い う学習 ス トラテ ジ ー

に関す る教師の認識が欠 けて い た こ と を指

摘 した｡ こ こで は学習ス トラテ ジ ー に つ い てふれ ながら､ 筆者は教師と して クラ ス で どの

ようなこ と を実践 して い けばよい か考察す る｡

学習 ス トラテ ジ
ー とは学習者 が学習す るときに使う手段や行動 の こ とをいう (注 6 ) ｡ こ

れ に関 しては レ ベ ッ カ ･ L ･ オ ッ ク ス フ ォ
ー ド( 1 9 9 4) が 示 した モ デル が広く知られ て い る ｡

オ ッ ク ス フ ォ
ー ドは ｢ 教育活動 とは学習者 の ス トラテ ジ ー

を明 らか に し､ 学習 ス トラテ ジ
ー の 訓練をおこない ､ 学習者の自立を助けることで ある+ と述 べ て いる (注 7 ) ｡ また､ ｢ 言

語技能 と自信は ともに 向上でき るもの で ､ 教師は こ の 過程 を助 け､ 学習者が適切な ス トラ
テ ジ ー が使える ように指導す るの が よ い+ とも述 べ て い る ( 注 8 ) ｡ また ､ 足立 ( 1 9 9 9 ､ 2 0 0 0)

はオ ッ ク ス フ ォ
ー ドの モ デル を再考 し､ 新潟大学留学生セ ン タ ー の カ リキ ュ ラム の 中で学

習者 の 自律学習をすす め るた め の教師の役割 をあげて い る ｡

で は実際に学習ス トラテ ジ
ー とは どの ようなもの で ある の か ｡ オ ッ ク ス フ ォ

ー ド ( 19 9 4)

は以下 の ような分類を示 して い る｡

直接 ス トラテ ジ ー

(D 記憶 ス トラテ ジ ー

知的連鎖 を作 る ･ イ メ
ー

ジや音と結び つ ける ･ くりか えし復習す る

動作に移す

(診 認知 ス トラテ ジ ー

練習す る ･ 情報を受け取 っ たり送 っ たりする ･ 分析 したり推論 した りする

イ ン プ ッ トとア ウ トプ ッ トの た めの構造 をつく る

③ 補償 ス トラテ ジ ー

推測する ･ 言葉の 限界を克服する

間接 ス トラテ ジ
ー

① メ タ認知 ス トラテ ジ ー

目標 を明確にする ･ 学習を計画する ･ 学習を評価する

② 情意 ス トラテ ジ
ー

自分 の不安を軽くす る ･ 自分を勇気づ ける ･ 自分 の感情を知る

③ 社会的 ス トラテ ジ
ー

質問をす る ･ 他の 人と協力する ･ 他 の人 - 感情を移入する

-
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こ の ク ラス の 例でみると､ 文法や音声を苦手とす る学部生 A ､ B に は直接ス トラテ ジ
ー

に

関す る助言が も っ と必 要だ っ たか も しれ ない ｡ 自律学習 と いう こ と を考える と ､ メ タ認知

ス トラテ ジ
ー

や社会的 ス トラテ ジ
ー を駆使する こ とは欠 かせ ない 要素 で ある ｡ また ､ 当然

の こ となが ら発表とき8こは緊張感 が つ き ま と い ､
こ れ をやわ らげる には情意 ス トラテ ジ

ー

が 関わ る｡

学習ス トラテ ジ
ー の観点か らクラス 活動 を振り返 っ てみ ると､ 筆者に は次の 視点が欠 け

て いた と思う｡

豊里畳追丑土工
( 1 ) 現在の 自分の もつ ス トラテ ジ

ー を意識させる こ と

自分が これまで どの ような方法で学習を してきたか ､ それは十分で あるか ､ ほか

の 方法は ある の か ､ に つ い て学習者 に意識化させ る必要が あ っ た の でない か ｡

( 2 ) こ れ か らの 学習方法を意識化 させ るこ と

オ ッ ク ス フ ォ
ー

ドい うメ タ認知 ス トラテ ジ
ー で ､ 自立 した 学習者に なるた め には ､

今後 どうや っ て学習を進め て い っ た ら い い か ､ どうや っ て弱点を克服 して い っ た

らい い かその 方法を知 っ て い るか ｡ 知 らない の ならば ､ 新たな ス トラテ ジ
ー を教

師が提示す る必 要が あ っ たと思う｡

塾匝 地 三

( 1 ) 学習者に自己 の もつ ス トラテ ジ
ー を意識化させ るの と同時に ､ 教師で ある筆者も

学生の もつ ス トラテ ジ
ー を把握す る必要が あ っ た｡

( 2 ) も し現在学習者がもつ ス トラテ ジ
ー だけで は今後の 自立 した学習が難しい場合 ､

ほか の ス トラテ ジ
ー

を提示す るこ とが できた｡

こ こ で ひと つ 指摘 した い の は ､ 学習 ス トラテ ジ
ー

を教え るこ と が でき るか ､
と い う点で

ある｡ 確か に学習者 が適切 なス トラテ ジ
ー

をもちあわせ て い なか っ た ら､ ほ か の ス トラテ

ジ ー を教える こ とは できるで あろう｡ しか し､ 学習者に よ っ ては ､ 学習内容 その もの で は

なく学習 ス トラテ ジ
ー

を教 えられ る こ とに不快感をも つ 人や ､
自分 がす でに も っ て い る ス

トラテ ジ
ー と教え られた ス トラテ ジ

ー が合わ ない と い う場合も考え られ る｡ また ､ 学習者

の も つ 学習背景 ､
文化背景 ､ 性格な どか ら考え ると ､ 学習 ス トラテ ジ

ー

とは全員に必ず し

も共通するもの で はない と い えるだ ろう｡ ネウス トプ ニ
ー ( 1 9 9 5) は ｢学習者は ス トラテ

ジ ー を教えられると必ず しも喜ばない+ ｢ オ ッ ク ス フ ォ
ー ドは学習ス トラテジ

ー の バ リ エ
ー

シ ョ ン を考慮に入れて い ない ようで ある｡ 学習者がすで に持 つ ス トラテ ジ
ー の シ ス テ ム を

無視す るわ けには い かない+ と述 べ て い る (注 9 ) ｡ また伊東 ( 1 9 9 4) は ､ 学習者 の個性 と

い う観点から､
｢個 々 の 学習者 の 学習 ス タイ ル に よ っ て学習 ス トラテ ジ

ー の使用傾 向が異な

る+ と して い る｡ そ こ で筆者は ､
ス トラテ ジ

ー

を教え るの では なく提示す ると い う形を と

り ､ 学習者 は自分がす でに持 っ て い るス トラテ ジ
ー とて ら しあわせ た上 で自分にあうス ト

ラテ ジ ー を取捨選択す る こ とが ､ 自立 した学習者 になるために必 要なこ とな ので は ない か

と考え る｡ 学習者 は自分の ス トラテ ジ
ー

を認識 し､ 自分の 発表をモ ニ タ
ー す るこ と で自分

の 弱 い と こ ろ を知 り ､
そ れ を自立 して克服 して いく方法を知 る｡ こ の 3 つ を知 っ て初め て

本当に自律学習が でき る の で は な い だ ろうか｡ そ して 教師はク ラ ス 活動をうま く計画する

こ とで ､ 学習者 に自己 の も つ ス トラテ ジ
ー の認識 を促 し､ 弱 い と こ ろ に気づく よう促 し､

自律して克服 して いく こ とをサポ
ー トする｡ こう して自律学習の 環境を整 える援助者に な

る こ とが 必要であろう｡

5 . クラス活動 の改善に向けて の具体案

こ れ まで述 べ てきた こ と をふ ま え ､ 筆者 がお こな っ た 口頭発表 ク ラス を今後 どの ように
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改善 して いく べ きか
､
そ の 具体案を述 べ る｡

( 1 ) 学習ス トラテ ジ
ー

に つ いて学習者とイ ンタ ー

アク シ ョ ン をも つ こと

こ の ク ラス を通 じて ､ 筆者 は ビデオ を見て の フ ィ
ー

ドバ ッ ク の ときに ､ 文法 の誤用や ス

ピ ー チ レ ベ ル に 関す る指摘
､
わか り にく か っ た点の 指摘な どをお こ な っ た ｡ こ の 点にお い

て教師と 学習者 の イ ン タ
ー

ア ク シ ョ ン は多か っ た と い える だろう｡ しか し､ ス トラテ ジ ー

に関 して い うと ､ 筆者 の助言は ごく限られ て いた ｡ 例え ば､ 学部生 A は初めか ら話すとき
に緊張す る ことと発音を直 した い という受講の 動機が 明確で ､ 筆者は学部生 A から何度か
発音を直す には どう したか よい か助言を求め られた｡ そ こ で筆者は知識と して 日本語の 基
本的なア クセ ン トの型 を提示 し

､
さらに学部生 A の 発音は意味の 理解に支障をきたすほ ど

で は なく ､ 本人 が気にす るほ ど問題だ とは思わ ない ｡ しか し自覚が あるの で ､ 日本人と話
した り ､ テ レ ビ を見た りす るとき に注意を 向ける こ と で少 しは改善できる の で はな い か ､
と ア ドバ イ ス した ｡ しか し､ こ れ は学部生 A が筆者 に助言を求めた からであり ､ 助言を求

めなか っ た学生との間で は学習ス トラテ ジ ー に関す るイ ンタ ー

アク シ ョ ン は少なか っ た｡
( 2 ) イ ン タ

ー

ア ク シ ョ ン をも つ た めに ､ 発表 ごとに 自己評価 を実施す る こ と

今回は最後に全体を振り返 る自己評価 を実施 した が ､
こ れ を各発表 の後に実施する こ と

も可能で あっ た｡ 例 えば ､ 学習者は発表 ごとに ､ 発表 の た め に どん な準備 をした か ､ 今回
の 発表で気づ い た こ とは何か ､ 今後 どう した らい い と思うか ､ などの 自己評価 を書き教師

に提出する｡ 教師はそれ を見て コ メ ン トを述 べ , 場合によ っ て は助言や提案を して学習者
と意見交換をす る｡ これ に よ っ て 教師と学習者との 間にイ ン タ ー ア ク シ ョ ン がうまれ る｡
これ は結果的に学習者 に学習 ス トラテ ジ

ー

を自覚させ ､ 教師は学習者 を知 る こ と になる｡

こ の ( 1 ) ( 2 ) の過程を経 るこ と で ､ 学習者 は自己 の学習を意識化で き､ 教師も学習者

を知る こ とができ る｡ 自律学習を目指すため には ､ こ の点 を教師も学習者も認識す る必要
が ある の で はない だろうか ｡ 結論 と して ､ 筆者は教師と して 学習者に つ い ても っ と知 る べ

き こ とがたくさん あ っ た と思う｡

6 . まとめ

筆者 の お こ な っ た上級 口頭発表 クラ ス にお い て学習者 の 自律 を促すた めに は ､ 3 つ の過程
が必要だと思われ る｡ それは以下の とおりで ある｡

( 1 ) 学習者が自己 の 学習 ス トラテ ジ ー を知る こ と

( 2 ) 学習者が自己 をモ ニ タ ー

し､ 自分の 弱い と こ ろ を知 る こ と

( 3 ) 学習者が自分 の 弱い と こ ろを克服す る方法 を知 る こ と

しか し
､ 筆者は こ の ク ラ ス で ( 2 ) の モ ニ タ ー の側面ばか りに注目 し､ ( 1 ) ( 3 ) に関

す る認識が足りなか っ た｡ 筆者は 学習者が上級 であるの で ､ それ なりの ス トラテ ジ ー をす
で にもちあわせ て い るだろう ､ と いう思い 込みで ク ラ ス を計画 した ｡ しか し､ 上級者 には

上級者 なりに ､ さらに 上 を目指す目標が あろう｡ 自立 した学習者 とな っ て そ の 目標 を目指

すた めに は ､ 教師 ･ 学習者双方が ( 1 ) ( 3 ) も含め た学習 ス トラテ ジ ー に つ い て よく知る
必 要が あ る｡ 教師 はこ の 点を十分に認識 した援助者 にな っ て い か なければならない ｡

今後は こ こ で述 べ てきた反省を ク ラ ス 活動に生 か し､ 学習者 の 視点をも っ と重視 した ク

ラ ス 活動 をお こ な っ て いきたい ｡

注

( 1 ) 学習 ス トラテ ジ ー

は学習 ス トラテ ジ
ー

と もい うが ､ こ こで は学習 ス トラテ ジ ー

に統
一

する｡ またこ こ で の 学習ス トラテ ジ
ー

はオ ッ ク ス フ ォ
ー ド (19 9 4) の 定義に なら

い ､ 学習者が学習する とき に使う手段や行動の こ とをいう｡
( 2 ) 自律学習に つ い て は 田中 ･ 斉藤 ( 1 9 9 3) やネウス トプ ニ ー ( 1 9 9 5) な どに詳 しい ｡
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( 3 ) こ のクラス の 実施にあた っ て は鮎滞 (1 9 97) の 記事､ および 『日本語 口頭発表
と

討論 の 技術』 を参考に計画 した ｡

( 4 ) 筆者 が フ ィ
ー ドバ ッ クで指摘 した こ と は ､

主に ①文法的誤り ②ス ピ
ー

チ レ ベ ル

( 5 )

( 6 )

( 7 )

( 8 )

( 9 )

の 統
一 性や話 し言葉に特徴的な ｢ - ん です+ の使用に 関 して ③発表がわかり にく

か っ た場合 ､ 何が どうわかりにくか っ た の か の指摘 ､ などである. また ､
フ ィ

ー ド

バ ッ ク の ときに帰国子女枠の 学部生が積極的 に指摘 をしてくれたの で ､ 筆者もでき

るだけ帰国子女枠の学部生 2 名を中心に学習者同士 で評価できるように努めた｡

デ ィ ベ
ー

ト のやりか た に つ いて は ､ 茂木 ( 2 0 0 1) ､ お よび 『日本語 口頭発表と討

論の 技術』 を参考にア レ ン ジ した｡

オ ッ ク ス フ ォ
ー

ド ( 1 9 9 4) p p .8 - 9

オ ッ ク ス フ ォ
ー ド ( 1 9 9 4) p p . 1 2

オ ッ クス フ ォ
ー ド ( 19 9 4) p p . 19 4

ま た
､
ネクス トプニ ー ( 1 9 9 5) で は ､ オ ッ ク ス フ ォ

ー

ドの モ デル には社会的 ス トラ

テ ジ
ー の と こ ろで ､

｢ ネ ッ トワ
ー

ク を つ く る+ や ｢ 目標言語 の母語話者 と友だちに

なる+ な どの ス トラテ ジ
ー が含ま れて い ない と指摘 して い る｡ p p ･2 6 1
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東海大学留学生教育セ ン タ
ー

口頭発表研究会編 (1 9 9 5) 『日本語 口頭発表 と討論の 技術

- コ ミ ュ ニ ケ
ー
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田 中望 ･ 斎藤里美 (1 9 9 3) 『日本語教育の理論と実際』 大修館書店

レ ベ ッ カ
･ L ･ オ ッ ク ス フ ォ

ー ド著 宍戸通庸 ･ 伴紀子訳 (1 9 9 4)

『言語学習ス トラテ ジ
ー ー 外国語教師が知 っ て お かなけれ ばならない こ と

-

』 凡人社

J ･ Ⅴ ･ ネクス トプ ニ ー ( 1 9 9 5) 『新 しい 日本語教育の た めに』 大修館書店

宮崎里司 J ･ Ⅴ ･ ネウス トプ ニ
ー

( 1 9 9 9)

『日本語教育と日本語学習
一 学習 ス トラテ ジ

ー

論にむけて
-

』 くろ しお出版

伊東祐郎 (1 9 9 4) ｢ 日本語指導法 : 個性と学習ス トラテジ
ー

か らの
一 考察+ 『東京外国語

大学留学生 日本語教育セ ン タ
ー 論集』 2 0 p p .9 5 - 1 1 1 東京外国語大学留学生日本語

教育セ ン タ
ー

足立祐子 (1 9 99) ｢ プ ロ ジ ェ ク トワ
ー

ク にお けるア ドバイザ
ー

と して の 教師 の役割+ 『新

潟大学留学生セ ン タ
ー 紀要』 第1 号 p p .3 6 - 4 2 新潟大学留学生セ ン タ

ー

足 立祐子 (2 0 0 0) ｢ 日本語 ク ラス にお ける学習者 の 自主的な学習と教師の役割+ 『新潟大

学留学生セ ン タ
ー 紀要』 第 2 号 p p . 2 7 - 3 3 新潟大学留学生セ ン タ

ー

T o i m p r o v e a d v a n c e d J a p a n e s e sp e a k in g cl a s s
･

W h a t t e a c h e r t a k e s c a r e
･

I t o o k c h a r g e o f a d v a n c e d J a p a n e s e s p e a ki n g c
l a s s ･ T hi s cl a s s h a s th r e e st e p s th a t

l e a r n e r s di d sp e e c h/di v e rt , f e e d b a c k , a n d e v al u a t e t h e
i r a cti v iti e s b y t h e m s el v e s ･ T h e

ai m of t hi s cl a s s i s t o i n s p l r e l e a r n e r s t o b e a u t o n o m i c l e a r n e r s b y r e a
li zi n g th ei r w e e k

p oi n t s ･ B u t f o r a u t o n o m i c l e a r n i n g ' t h e y s h o u ld kn o
w t h e f oll o w i n g t h r e e p oi n t s ･

(1) T o k n o w t h ei r o w n l a n g u a g e l e a r n i n g s t r a t e gi e s

(2) T o m o n it o r th e m s el v e s

(3) T o k n o w h o w t o g e t o v e r t h ei r p r o bl e m

l did n o t n o ti c e a b o v e (1)(3) p oi n t s . F o r a u t o n o m i c l e a r n i n g , l e a r n e r s s h o u ld k n o w th 由

o w n s t r a t e gi e s , a n d t e a c h e r al s o sh o u ld k n o w l e a r n e r
'

s st r a t e gi e s ･ I n c o n cl u si o n , t e a ch e r

t a k e s a r ol e a s a s u p p o rt e r w h o k n o w s t h e s e th r e e p o i n t s ･
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資料 ( 1 ) ス ピ
ー

チ評価表

日に ち

評価者

内容

ま とま り

わか りやすさ

日本語

音声 ･ 発音

流ちょ うさ

正確さ ( 語嚢 ･ 文法)

聞き手 - の 配慮

視線 ･ 表情

話す ス ピ ー ド ･ 声 の大きさ ･ 間の とり方

コ メ ン ト

1 よく ない 4 とても よい

鮎揮 ( 1 9 9 7) ､ お よび 『日本語 口頭発表と討論の 技術』 を参考に作成

資料 ( 2 ) デ ィ ベ ー ト相互評価表

日に ち

評価者

立論 の 内容

主弓長の 強さ

分析 の 正 しさ

対策 ･ 提案が あ っ た か

論は具体的だ っ たか

質問

意図が明確だ っ た か

簡潔な答えをしたか

総合

主張は
一

貫 して い たか

印象は強か っ たか
マ ナ

ー

は よか っ た か

説得性 はあ っ たか

総合評価

よか っ た点

悪 か っ た点

コ メ ン ト

1 よくない 4 とて もよ い

茂木 (2 0 0 1) ､ お よび 『日本語 口頭発表 と討論の 技術』 を参考に作成
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デ ィ ベ ー トの 実施方法

テ
ー マ : フ リ

ー タ ー に つ い て

チ ー ム : く じ引きで 肯定側 ､ 否定側を分け､ 学部 4 年生をチ ー ム リ ー ダ ー と した｡

方 法 : 肯定側立論 (
一

人 4 分)

質問 ( 3 分)

否定側立論 (
一 人 4 分)

質問 ( 3 分)

作戦タイ ム (4 分)

肯定側 の まと め ( チ ー ムリ ー ダ ー が代表 して 3 分)

否定側 の まと め ( チ
ー ム リ

ー ダ ー が代表 して 3 分)

評 価 : ディ ベ ー トと は本来勝敗を競うもの で あるが ､
こ こ で は勝敗を決 め るこ と にこ

だ わ らず ､ ビデオ を見て フ ィ
ー

ドバ ッ ク を しなが ら相互評価を実施 した ｡ そ し

て ､ 誰 の発言に説得力が あ っ たか ､
それは なぜ か話 し合 っ た｡
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